
4日間の保護者説明会で、様々な御意見を伺いました。 

 

  

 

 

適正化の取組やスケジュールについて

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校運営について

 

 

 

 

・令和５年 4 月に統合ということだが、本当に間に合うのか。 

・現状では、学校も保護者も子供たちも困惑しかない。決めてもらえれば、従うしかないため、 

早期に決めて欲しい。 

・保護者説明会で意見を聞いていただいているが、最終的には誰がどのような場で決定するの 

か。 

・決定した方針は、どのように、どのくらいのスピードで保護者に届くのか。 

・第一と第二で統合しても、中学校は適正な規模にならない。他の中学校と統合することには 

ならないのか。長い目で見れば、第一小学校に小中一貫学校を建てれば良いのではないか。 

・複式学級を発生させないためならば、先に小学校だけを統合するなど、他にも方法があると 

思う。 

・丁寧にやりすぎて、統合の話が頓挫するようなことはして欲しくない。通学距離は遠くなる 

が、第一小に通わせる覚悟はできている。 

 

・統合することが決まっているのなら、各 PTA 同士が集まって方向性を話し合ったらどうか。 

・学校の先生方は、行政が決めることと捉え、統合について知らないようであった。教育委員会

と学校の先生方とで、情報共有していただきたい。 



 

 

 

 

 

統合施設について

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害リスクについて

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他

 

 

 

 

 

 

 

・子供たちの安全を第一に考えて統合先の学校を決めて欲しい。 
・地区に学校を残すということだけの偏った意見で考えないで欲しい。 
・統合する学校を合理的に説明できればどの学校でもよい。子供目線で、ちゃんと通えて、勉強

して、部活ができて、子供の体力を必要以上に奪わない形で決めてもらえればよい。 
・廊下の広さや教室と教室の間のスペースの広さ等、生活するうえで窮屈感がなく、居住空間、

学習する空間として考えた時、第一中のほうが学びやすいと思う。 
・校舎の耐震性の「Ⅰa」「Ⅰb」はどの程度の違いなのか。 
 

 

・市としては、第一中と第二中のどちらのリスクが低いと考えているのか。 
・想定外の津波を考えた時、海から遠いほうに行くのが普通の考えである。 
・第一中学校西側の校区一部エリアにおいて、液状化が起こる危険度が大きいとのことだが、校

区の西側とはどの辺りか。 
・地盤が大丈夫でも、第二中は津波が心配である。通学途中に津波が来たらどのようにしたらよ

いか考えているか。 
・東日本大震災のことを考えれば、海に向かって登校すること自体、時代に逆行している。 

 

 

 

・通学距離が遠くなる子供も出てくるので、スクールバスや自転車通学など検討して欲しい。 
・統合後の跡施設を利用するという考え方はないか。 
・制服についてはどこで決めるのか。 
・統合後、コミュニティや子供会の運営はどのようにしていくのか。 
・校区祭など、地域の行事がどのようになるのか心配。 

 


